
｢軍部と大正政変　原敬と桂太郎｣メモ

●大正時代は､大変たくましく､多様な可能性を秘めた

時代だった

▽象徴する出来事が｢大正政変｣

大正元年12月から　翌年2月にかけ

2か月余りの間に　2つの内閣が倒れた政変劇

｢大正政変｣

明治天皇が亡くなり元号が大正に改まると､

陸軍は2個師団(約5万人)増設を強硬に要求した｡

第2次西園寺公望内閣(政友会)が､ ｢財政上とても

無理だ｣と拒否すると､陸軍大臣が単独辞職し

た｡陸軍は｢軍部大臣現役武官制｣ (陸海軍大臣

は現役の大将､中将に限る)を盾にとって後任

を送らず､陸軍が内閣を倒した最初の例に｡

代わって､長州出身の内大臣兼侍従長桂太郎

(陸軍大R)が第3次内閣をヲ阻織したが､ ｢憲政擁護･

閥族打破｣の国民の大合唱の前にわずか53日､

内閣史上最短の記録で崩壊した｡世論､民衆の

力が内閣を倒した最初の例となった｡

▽ ｢軍部大臣現役武宮制｣は

軍部が内閣の喉元に突き付けたと首

軍事が政治を左右する悪例を作った

▽とかく　政党の宣伝に利用されてきた新聞が

逆に政党のシリを叩いて世論を呼び起こし

言論機関としての地位を確立した第一歩

▽また政党が大きな力を持つようになり

日本の政党政治の　出発点になった

●大正新時代と共に､時代は新しい変庇､現状打破を求

めて動きつつあった

｢明治の終わり｣の衝撃

明治45年7月20日､突然官報号外が発行され､

明治天皇が尿毒症で重体であることが伝えら

れた｡とたんに東京株式市場は大暴落､警視庁

は両国の川開きを中止させた｡束京の市電は､

堀端のレールにポロ布を敷いて徐行運転し､

宮城前には平癒を祈る国民が押し掛けた｡

宮内省は30日､ ｢午前零時43分崩御｣と公式に
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大正のイメージ

大正天皇が病気がちで､在位15年と

短かったこともあり､明治(45年)と昭

秤(63年)に挟まれた｢谷間の時代上太

平洋戦争で一番多くの犠牲者を出し

たのも大正世代｡ ｢おれは河原の枯れ

すすき｣ ｢寵の鳥｣といった､やるせな

い､もの悲しい響きの歌のせいか､暗

い､沈滞した時代を連想するが-･｡

一･ ｢船頭小唄jと｢篭の鳥｣

大正11年末､野口雨情作詞の｢おれ

は河原の枯れすすき/同じお前も枯

れすすき/どうせ二人はこの世では

/花の咲かない枯れすすき｣が大流

行した｡第1次世界大戦後の恐慌の嵐

の中､どうにもならない生活の苦し

さが民衆の共感を呼んだ｡

12年に開束大震災が起こり､翌年爆

発的に流行ったのが､ ｢逢いたさ見た

さにこわさを忘れ/暗い夜道をただ
一人/違いにきたのになぜ出て逢わ

ぬ/僕の呼ぶ声忘れたか/あなたの

呼ぶ声忘れはせぬが/出るに出られ

ぬ寵の鳥｣小学生まで歌い出し､文

部省は歌唱禁止の遺筆を出したとい

うが､経済不況が深刻になる中､逃げ

場のない民衆はまさに｢寵の鳥｣であ

り､そのやりきれなさが歌の流行に｡

西園寺　公望(さ摘んじ･きんもち)

嘉永2(1849)～昭和15(1940)京都生ま

れ｡公家の名門･清華家の出｡明治4年渡

仏しソルボンヌ大に学ぶ｡駐喚･駐独公

使を経て27年文相｡ 33年枢密院議長｡ 36

年政友会総裁となり39年首相｡ 44年第2

次内閣を組織したが陸軍の増師問題で

総辞職｡大正の未からは､最後の元老と

して後継首相の奏請に当たった



発表したが､内務大臣原敬は日記に｢午後十時

四十分(29日)天皇陛下崩御あらせらる｡崩御は

三十日零時四十三分として発表する事に宮中

に於て御決定ありたり､践所の御式等挙行の

時間なき為めならんと拝察せり｣

｢ ｢原敬日記｣ ----I------I--------･--･--I-･-I-----･---･Wl-

=　全巻82冊｡年代は､原が19歳の明治8年から65

萱歳で暗殺される大正10年にわたり､明治･大正

書の政治史を知る上で貴重な資札戦後公開｡

▽西園寺内閣と元老山県有朋の

政治感覚の違い対立が次第に表面化

山県が勅語案にクレーム

ご大喪は9月13日に青山斎場で行なわれるこ

とになり､経費を追加予算で支出するため､塩

時議会を召集して承認を求めることにしたb

ところが政府が用意した開院式の勅語案｢朕

新二大洗ヲ継キ祖宗ノ威霊卜臣民ノ忠良トニ

侍り先帝ノ遺業ヲ失墜セサラン事ヲ期ス｣に､

山県からクレームが出て､｢臣民ノ忠良トニ侍

り｣が削除された｡

山県は､天皇が臣民の忠良に支えられている

とのイメージを嫌ったのか一西園寺内閣が

異例ともいえる措置で天皇の容体をその都度

発表したのも､｢国民は天皇と共にある｣との

患いからだったが､原は日記に｢元老がかくの

如き大事に国民の参加を好まないのだ｣

▽大阪朝日論説記者･丸山幹治は大正2年元日付に
｢吾人は何故となく新時代の気配を感ず｣

▽明治の人は近代国家を目指し

日清′･日露の大戦争に歯を食い縛って頑張った

明治の終わりでがんじがらめの束縛が解け

精神的な自由を求める空気が生まれてきた

▽読売新聞も社説｢大正国民の覚悟｣で

｢元来明治の文明は形式の文明なりき｡教育の事

は無論とし､憲法其のものも未だ形式の完備を

成し遂げしに過ぎざりき｡実質的に立憲国民た

る証左を示すのは､大正国民われわれの責任｣
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桂　太郎(わら･たろう)

弘化4(1847)～大正2(1913)長州藩出

身｡陸軍大将｡陸軍次官､台湾総督歴任｡

明治31年陸相｡ 34年第1次内観を組織し

日英同盟締結､日露戦争を遂行｡41年第

2次内閣で韓国併合.大正天皇即位と共

に､大正1年8月内大臣兼侍従長｡西園寺

内閣総辞職で12月､第3次内閣を組織し

たが､第1次護憲運動で53日で崩壊

原　敬(柱ら･たれ)

安政3(1856)～大正10(1921)盛岡南部

藩出身｡新聞記者を経て外務省に入り､

通商局長､次官｡大阪毎日新聞社長とな

り､明治33年政友会創立に参加､幹事長

を務めた｡ 35年衆院議員に当選｡逓相を

建て39年西園寺内閣内相｡大正2年政友

会総裁に就任｡ 7年寺内内閣が米騒動で

倒れると､最初の純政党内閣を組親し､
｢平民宰相｣と世論の支持を受けたが東

京駅で暗殺される｡著に｢原敬日記｣

山県　有朋(やまがた･桝とも)

天保9(1838)～大正11 (1922)長州藩出

身｡陸軍大将･元帥｡明治8年陸軍卿とな

り軍政を確立､徴兵令を制定｡ 11年初代

参謀本部長｡内相を経て22年首相｡枢密

院議長に就任し､日清戦争で第1軍軍司

令官｡31年第2次内閣を組織し､ ｢軍部大

臣現役武官制｣を実施｡日露戦争では参

謀総長｡元老､長州閥絵帥､陸軍の大御

所として政界､陸軍に君臨した

丸山　幹治(まるやま･鮎C)

明治13(1880) ～昭和30(1955)長野県生

まれ｡新聞日本､京城日報を経て大阪朝

日新聞に入社したが､大正7年米騒動の

際の筆禍事件で退社｡昭和3年大阪毎日

に入り､28年まで短評欄｢硯滴｣を執筆｡

東大名書教授丸山菓男(平成餅死劫は次男
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-: ●｢桂園時代｣の重荷､戦後財政の厳しさ

▽外債の発行額は12億8千万円

▽陸軍は戦争中の動員で臨時に4個師団

戦争が終わっても　ロシアに備え常設師団に

金がないから　また公債を発行17億円を突被

▽利子の支払いだけでも年間1億円を超すように

▽戦争中の非常特別税(瑚姐ど2批堀)は

戦争が終わったら　翌年限りで廃止する約束

結局はホゴにし恒久税重税が庶民の肩に

▽そこへ陸海軍の軍備拡葉競争

● ｢硬直財政｣ -第2次西園寺内閣(44年8月)の財政状況

▽年間5､6億円の国家予算で

3分の1が軍事費3分の1が公債償還･利子に

▽｢健全財政｣を看板にしたが

西園寺は組周の段階から　難問にぶつかった

▽斎藤実海軍大臣が留任に条件

前年一部しか認められなかった
｢海軍充実計画｣の承認

▽ ｢軍部大臣現役武官制｣の爆弾を

最初に使おうとしたのは海軍だった

▽海軍は努級戦艦･超琴級戦艦の激震に襲われ
｢八八艦隊計画｣の大幅な手直しを迫られた

▽第2次桂内閣の44年度予算案に

総額4億円を超す海軍拡張案を出した

▽陸軍も韓国併合で朝鮮警備に2個師団増設要求

▽陸軍の大御所･山県は桂首相に親書を送り
｢国家の存立ハ財政の難易ヲ以テ論ズル能ハズ｣

増師の必要性を強調していたが

桂は海軍にだけ8千万円の予算を認めた

くこの時鮭を認鵬蛇のが雄鵜群雄鯛比叡離秦島の5隻)

▽桂が身内の陸軍の要求を蹴ったのは

陸海軍同時の軍拡は認められない財政事情

▽陸軍が盛んに口にする　ロシアの脅威は

日雇協約(40年7月43年7月)が結ばれていた

▽世論の風向きも　陸軍には冷たく　海軍には暖か

｢時代に取り残されないためには

努級戦艦は必要だ｣国民的な理解があった

▽そこへ戦艦16隻で｢世界一周大航海｣という

アメサカ海軍の大デモンストレーション
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｢種菌時代J

日露戦争が終わった翌年､明治39年

1月西園寺が桂から政権を譲り受け､

41年7月に第2次桂内閣､44年8月には

第2次西園寺内閣と､大正政変までの

7年間は､二人の閏で政権がキャッチ
･ボールされたので､二人の名前をと

り｢桂園時代｣と呼ぶ｡

帝国国防方針(糎40年4月)

陸軍は平時25僻師団､戦時50個師団

が必要だとして19個師団まで増やし

た｡残り6個師団のうち,2個師団の早

期増設を期していた｡

海軍は戦艦8隻､巡洋戦艦8隻の｢八

八艦隊｣整備を目指した｡

斎藤　実(さ的とう･まこと)

安政5(1858)～昭和11 (1936)岩手県出

身｡海軍大将｡明治31年大佐で海軍次官

となり39年海相｡大正3年まで在任｡ 8年

朝鮮総督｡昭和4年再び朝鮮総督｡ 7年首

相｡ 10年内大臣｡二･二六事件で暗殺

驚級戦艦

英国海軍は明治39年12月､日本海海

戦の教訓を生かして､ 12吋砲10門､速

力22ノットの高速戦艦を建造､｢ドレ

ッドノート｣と命名した｡戦艦三笠は

おろか最新鋭戦艦の薩摩､安芸､鞍馬

も､12吋砲4門､18ノットでは､一夜で

旧式戦艦に｡列強海軍は､その頭文字

をとり｢考級戦艦を造れ｣と大艦巨砲

時代に突入した｡

しかも努級戦艦河内､摂津の建造に

かかったところへ13. 5吋砲搭載のラ

イオンが登場｡日本も超努級戦艦､や

がて16吋砲の長門､陸奥､ 18吋砲の大

和､武蔵を建造することになる｡



-～ ●桂が海軍予算を認めたことが､政権を再び西園寺へ

▽桂首相は44年度予算編成方針として
･一般会計では公債財源の予算は立てない

･ 5千万円以上の公債償還計画を堅持する

▽海軍に予算をつければ

議会第一党政友会の要求している事業

鉄道通信網の予算を削らなくてはならない

▽予算案成立には政友会(204議席)の協力が必要

▽｢一視同仁｣から｢情意投合｣へ

桂は44年1月政友会代議士を精養軒に招待
｢情意投合し､協同一致して憲政の美果を

収めたい｣協力の見返りに政権交代を約束

●｢桂園時代｣の立役者は原敬

▽日露戦争後の第1次西園寺内閣も原の剛腕

▽大正7年首相となり　初の｢純政党内閣｣

▽爵位を持たない者が初めて首相
｢平民宰相｣と世論の支持を受けた

原の反骨精神

南部藩家老の家に生まれたが､南部藩は戊辰

戦争で仙台藩と奥羽列藩同盟を結んで官軍に

対抗したから､維新後の生活は大変だった｡明

治4年､ 15歳の時20余童もあった屋敷のうち母

屋だけ残して売り払い､上京したが､その金も

半年でなくなった｡資産家に嫁いでいた叔母

の援助を原は断った.同年配の従兄弟がいて､
一生頭が上がらなくなるのが嫌だったのだ｡

藩の英学塾を退学すると､麹町一番町のカト

リック神学校に入った｡食費は教会支給で､食

べることに困らなかったからだが､洗礼名｢ダ

ビデ｣というクリスチャンになっている｡明治

7年､フランス語･を教えて貰うという条件で新

潟の仏入宣教師の学僕になり､ここで覚えた

フランス語が原に外交官の道を開く｡

官費の司法省法学校(東大法学部の前身)に入ったが､

予科3年の時､ ｢賄征伐事件｣で校長排斥運動を

起こして退学処分を受け､新聞記者に｡

｢一…一一原の生涯にわたり面倒を見たのは井上章一｢
井上ぼT天性才を愛し惚れ込んではよく人をi
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-米艦隊の世界周航--=---=---

米大統額セオドア･ルーズベルトは

国民の海軍熱を煽り､世界一の大海

軍を作るため戦艦16隻による世界一

周航海を計画した｡船体を白く塗っ

たので､｢ホワイト･フリート｣と呼ば

れた艦隊は明治40年12月大西洋岸を

出航､南米南端からハワイ､オースト

ラリア､フィリピンを経て41年10月8

日､横浜港に入港した｡

この人は｢もの柔らかに話し大きな

梶棒を持って行け｡そうすれば､遠く

まで行けるoこのアフリカの格言を､

私はいつも大切にしている｣-｢梶棒

外交｣と言われた積極外交論者｡満州

や移民問題で日米摩擦が起きている

時,明らかな梶棒外交だったが､日本

は朝野をあげて歓迎した｡東京､横浜

の至る所に日米両国旗が飾られ､新

橋駅頭では1400人の小学生が米国国

歌を歌って､米海軍将兵を迎えた｡

ルーズベルトは｢私の世界平和に対

する最大の貢献は､世界一周大航海

だった｣と自画自賛したが､日本国民

の間にも｢米国に負けない海軍を｣の

国民感情が生まれていった｡

ルーズベルト(Theodore Roosevelt)

1858-1919オランダ系名門の出｡共和

党選出の副大統領在任中､明治34年､マ

ッキンレー大統領の暗殺で第26代大統

領に就任｡パナマ運河敷設権獲得､日露

講和会議調停｡ 39年ノーベル平和賞

井上　肇(糊うえ･細る)

天保6(1835)～大正4(1915)長州藩出

身｡文久3年伊藤博文と渡英｡維新後､大

蔵大輔｡明治11年参議｡ 18年伊藤内閣外

相となり条約改正交渉する｡農商務相､

内相､蔵相を歴任し､財界に重きをなす



用いた｣と言われたが､明治15年大東日報の記

者をしていた原を外務省御用掛にスカウトし

たのは､外務卿の井上｡ 22年パリ公使館書記官

から農商務省参事官になったのも大臣井上の

はからい｡浪人するたびに､大阪毎日新聞社長

や北浜銀行頭取に推薦したのも井上だった｡

●原が終生､尊敬していたのは陸奥宗光

▽難しい問題にぶつかるたびに
｢陸奥ならどうしたろうか｣と考え行動した

原の俳句の号は｢一山j

戊辰戦争で敗れた東北は薩長から｢白河以北
一山百文｣一白河(観県)から北は一山いくら

で買える見切り品だ､と馬鹿にされた｡原はそ

の屈辱を忘れまい､いつかは見返してやると､

この号に怒りをこめた｡仙台の｢河北新報｣も､

白河以北の屈辱からつけられた社名だった.

●原は藩閥打倒の道を､政友会に選んだ

▽藩閥と公然と対立するのではなく

時には妥協し　時には事を親心
-歩一歩政党内閣への道を　開いていく

▽一貫している政治姿勢は現実主義

｢ ｢我田引鉄J -I--------一一一---I-------------一一一一一一一11-･

｢情意投合｣による桂内閣との提携も｢憲政の

ト進歩を促すもの｣と評価している｡藩閥や官
≡僚勢力について､ ｢今日俄に之を打破一掃する

書が如き事は行はるべきものに非らざる｣と､当
i

…時の政治状況の中での選択だと考えている｡

政友会を極力与党の地位に置いて､国家予算

…を有利に利用する｡鉄道を敷き､道路や学校を

…作って､その地方に政友会の地盤を築いてい
】

jったor我田引水｣をもじり､｢我田弓慨｣の言葉
.iが生まれたほどだった｡

▽原内相は軍拡より　内政優先だったが

西園寺首相は海軍の要求に理解を示した

▽薩摩閥-山本権兵衛を味方にして長州閥に対抗
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･･髭のない首相･-Ⅰ-.･t---=--･榊.Lltt･

原は28歳で天津領事になった時､華族

女学校で13歳年下の女生徒を見初めて

結婚した｡美人だったが､ヒステリーで

とにかく髭が大嫌い｡

阿部真之助は｢手のつけようのない我

億者だった｡役所から帰ると､奥さんを

なだめるため赤ん坊のようにおんぶし

て庭をうろうろしている原がよく見ら

れた｡私たちが､原の所へ理論を持ち込

んでは､容赦なく叩き伏せられたのは､

彼の現実主義の無理屈によるものだっ

た｡ところがヒステリーは､現実主義以

上に無理屈だった｡最上級の無理屈に

は､原といえども降参せざるを得ない｣

阿部　真之助(Sベ･しんのすg)

明治17 (1884) ～昭和39(1964)群馬県生

まれ｡毎日新聞に入社､社会･経済･学芸

部長を歴任｡昭和13年取締役｡退職後は

人物評論を得意とする毒舌で知られ､

30年菊池寛賞受賞｡ 35年NHK会長

陸

奥　宗光(むつ･むねみカ

弘化1 (1844)～明治32(1899)紀州藩出

身｡明治21年駐米公使｡ 25年伊藤内閣外

相となり､27年日英改正通商条約調印､

条約改正を実現｡著に｢寒楚(靭!沌)録｣

山本　権兵衛(やまもと･ごんぺえ)

嘉永5(1852)～昭和8(1933)薩摩藩出

身｡海軍大将｡明治26年大佐で海軍省主

事となり､海軍改革に手腕を発揮｡31年

海相｡ロシアに備え｢六六艦隊｣を整備､

39年まで在任｡大正2年桂内閣総辞職を

受竹て首相に就任｡ 12年再度首相

｢桂園時代｣は金が問題だったⅠ-.-:

緊縮財政の中で､無理を承知で陸海

軍と政友会が三つ巴になって､ ｢予算

を寄越せ｣と言ってくる｡この難問を



●山本達雄蔵相は､ 45年度予算編成で厳しい緊縮方針

▽公債は一切発行しない新規事業も凍結

▽海軍だけは凍結から外され

9千万円(堰3隻分)が5年継続事業として

▽陸軍は2個師団増設要求がまたも1年先送り

海軍が予算で優位に立てば
｢海主陸従｣になってしまうとの危機感

▽45年4月　石本新六陸相が急死

後任は意外にも薩摩閥の上原勇作中将

▽西園寺は薩摩から15年ぶりの陸相に期待感

原も日記に｢異分子の如き上原を

挙げなば或は陸軍の改革もなさんか｣

●上原起用は､この押しの強い古参の中将で｢何が何で

も増師実現｣という､陸軍の決戦体制だった

▽操縦役は田中義一少将(軍鮎長)

山県に　陸相就任を求められた上原は

｢濫りに陸軍縮小を叫ぶ政党連中の矢面に立つ｣

▽上原は元号が大正と改まったばかりの8月9日

6年計画3千万円余りの増師要求を提示した

①朝鮮には交代で1個師団半派遣しているが､費

用がかさみ訓練も行き届かない②ロシアに備え

るためにも､2個師団増設し朝鮮に常駐させたい

③交代費用260万円が不要に④行政整理で捻出

の270万円も充てる⑤軍服の耐用年数延長､兵器

費用も節約一大正2年度予算で認めてほしい

●西園寺首相には､認める気はなかった

▽政友会は総選挙(5月15日)で圧倒的勝利

衆議院(381議#)で209議席過半数を制したのは

｢国民が公約(輔財臥行雄掛を支持したからだ｣

▽山県を訪ね増師要求の撤回を求めた

▽閣内でも反対論が続出した

各省とも予算の8-15%大幅な経費節減

陸軍は8千万円の大予算でたった3.3%

▽それも一般会計に戻さず軍拡に充てるのでは

財政再建に全く　役立たない

▽山本蔵相が｢ない袖は振れない｣

上原は｢事､国防に関する以上､

ない袖も振るべきだ｣
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それこそ魔法使いの手品のように解

決したのは3年後(大正3年)の第1次世界

大戦だった｡ヨーロッパの戦場から

遥かに遠い日本は空前の軍需景気に

沸いた｡あっという間に､莫大な借金

を返しただけではなく債務国が一躍

債権国になったが､それは3年後の話

で､とにかく先立つのは金だった｡

山本　達雄(やまもと･たつ轟)

安政3(1856) ～昭和22 (1947)大分県生

まれ｡明治31年日銀総裁｡ 44年日本勧業

銀行総裁から第2次西園寺内閣蔵相｡そ

の後､山本､原内閣蔵相､斎藤内閣内相

石本　新六(札もと･しんろく)

安政1 (1854)～明治45(1912)兵庫県出

身｡陸軍中将｡明治36年陸軍次官となり

44年西園寺内閣陸相｡長男の最初の結

婚相手が加藤シズエ(棉30-平飢3)

上原　勇件(うえ旺ら･ゆうきく)

安政3(1856) ～昭和8(1933)宮崎県都城

生まれ｡陸軍大将･元帥｡明治14年フラ

ンスに留学､工兵技術を導入｡日産戦争

で岳父野津遇貫第4軍司令官の参謀長｡

旭川､宇都宮師団長を経て45年4月西園

寺内閣陸相｡増師を要求して単独辞職､

大正政変の因を作る｡教育総監､参謀総

長を歴任｡山県没後の陸軍の重鎮に

田中　義一(た&･ぎ蝿)

元治1(1864)～昭和4(1929)長州藩出

身｡陸軍大将｡4年間ロシアに留学､日産

戦争で満州軍参謀｡明治44年軍務局長｡

大正4年参謀次長となり､シベリア出兵

を強行｡7年原内閣陸相｡ 14年政界に転

じて政友会総裁に就任｡昭和2年首相｡

山東出兵を行い張作霧爆殺事件で天皇

から叱責され辞職



●新聞も一斉に陸軍批判

▽大阪朝日｢今陸軍当局の要求如何に強大なりと錐

も､国民が政府に対する言責履行の要求は､更に

強大なる事を忘るべからず｣

▽時事新報は｢軍備は消防の如し｣と論評した

●陸軍首月齢ま｢内閣を倒しても要求を通す｣

▽10月　大正2年度予算編成を控え｢事態対処案｣

｢国防上二開スル明治39年以来ノ経過ヲ説示シ

テ､海軍ヲ拡張シ､陸軍ノ経費ヲ削減シテ兵力

ヲ縮小スルハ果シテ我国防ノ方針二適合スル

ヤヲ論弁ス｣海軍に比べ不公平だと訴え

反対された場合は陸相辞職で総辞職へ

▽田中軍務局長は朝鮮総督寺内正毅(陸軍大将)に

｢国家由々しき大事の時､ご決心

切に願■い上げ候｣と電報を打った

▽自分たちが西園寺内閣を倒すから

その後の組閣を　引き受けてくれ

●西園寺首相も､陸軍と全面対決を決意

▽11月10日　山県を訪ねて最後通告

｢師団増設案は切る積もりである｣

▽大正2年度予算には海軍拡張費1千万円

山県が｢その一部を陸軍に回したらどうか｣

妥協案を出したが西園寺は拒否した

▽政友会各支部の増師反対決議が相次いだ

東京商業会議所も12月4日　増師反対声明

各地の商業会議所も　これにならった

▽東京纏済雑誌は｢西園寺内閣は､陸相の提議にし

て其非なるを認むれば､之を峻拒すべし｡之が為

めに百の陸相を更迭せしむるも可なり｣

●山県には､頭の痛い事態だった

▽上原陸相に　自重を促す手紙を出し

最後に考えた秘策が詔勅だった

▽上原に辞表を出させ

天皇から　西園寺首相に
｢陸軍とよく協議するよう｣詔勅

▽西園寺内閣は存続させ天皇の威光で

西園寺の譲歩を引き出そうとしたのだ
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--時事新報(1 1月26日) I---一一一一一一一--I-------一･一

｢消防隊によりて近火を鎮められた

るその功労に対しては､その近隣の

居住者いずれも涙を流して謝意を表

すべし｡しかれども､-たびその消防

隊が鎮火後に至り､火災の難を免れ

たる近隣の居住者に対し､汝等の生

命､家財は予等の尽力によりて救済

を得たるものなれば､その財産を消

防隊に提供せよと強請せられたる場

合ありとせば､その近隣の居住者は

消防隊に対して果して謝意と敬意を

表すべきか｡今日の陸軍側の態度は､

まさにこの消防隊と云うべく､大い

に自ら顧みるの必要あるべし｣

寺内　正毅(てらうち･まきた齢

嘉永5(1852)～大正8(1919)長州藩出

身｡陸軍大将･元帥｡教育総監､陸大校長

を経て明治35年陸相｡ 43年朝鮮総督｡大

正5年首相に就任､シベリア出兵を強行

して､米騒動で総辞職に追い込まれる｡

長男寿- (献報司令官)も親子2代の元帥

民衆の政治意識は高まっていた

第1回総選挙(糎23年)の有権者は､直接

国税15円以上を納めた者だから45万人

で､人口4千万人の1%余り｡ほとんどが

地主など富裕階級｡それが32年､ 10円以

上に下げられ､日薦戦争中の増税で10

円以上の納税者がぐんと増えた｡ 41年

の総選挙では有権者158万人｡

山県の上原陸相宛手紙

｢仮令蹴り飛サレテモ､又瓦解シテ

モ､事ハ其億落着スベキニアラズ｡必

陸軍対国民､藩閥対国民､官僚対国民

ノ好辞柄ヲ寿リテ捲土重来可致ハ必

然之儀卜存申候｣ (11月17日)



●西園寺首相は11月30日､増師要求拒否を閣議決定

▽鯨時閣議で陸相に勧告して辞表を出させる

陸軍が後任を送らない場合は内閣総辞職する

▽12月1日　辞表を求められた上原は

｢後で届ける｣と言って官邸を出たが

翌朝青山離宮に参内し天皇に直接辞表

▽｢椎軽く時く)上奏権｣が

軍政機関の長･陸軍大臣にもあるとの拡大解釈

▽大臣の辞表は首相に提出する･b'が決まり

しかも大臣辞職は

軍機･軍令事項ではないから　全くの違法

●山県の筋書きは､最後の段階で狂った

▽大正天皇は｢上原がこんなものを

持ってきたよ｣と辞表を桂(内大臣)に渡された

▽桂が天皇にこうなった経埠を説明し

山県が予め用意して

桂に渡してあった詔勅が出るはずだった

▽肝心要の桂が山県の指示･通りに動かず

辞表を西園寺首相に返し詔勅は出なかった

▽西園寺内閣は12月5日　総辞職

｢大正政変｣の幕が切って落とされた

●｢月が出た出た｣と､桂を月にたとえ､痛烈に批判した

添田唖蝉坊　　　　　　　　　　ヒ-･tH--･･---I--=‥-

▽｢炭坑節｣はもともとは　　　喜　添田唖蝉坊の演歌

推帳上奏権

椎とは垂れ幕､握は引き幕のことで

幕を薫り巡らした総大将の本営-
つまり､天皇を意味した｡明治憲法下

では､統帥機関の参謀総長､海軍軍令

部長は､軍機･軍令事項に関して閣議

を経ずに直接天皇に上奏出来た｡

｢原敬日記｣ (12月3日)

西園寺は山県を訪ね､陸相後任につ

いて質したが､ ｢山県は夫れは直ちに

引受くる者なかるべし､後任者云々

と云はるゝよりも何か時局を処理せ

られては如何と云へり｡即ち体よく

謝絶せしなり｣

演歌----一一一-山一一一一一一一1--一一-I------･一一一-一･-一一-I

明治･大正期の庶民の声を示すのが

演歌｡明治20年頃から､自由民権運動

の壮士が街頭で歌ったもので､文字

通り演説代わりの歌だった｡民衆も

その中に､密積していた政治･社会へ

の批判を思いっきり吐き出した｡

-　　炭坑節(筑豊銅で歌われた長紙粉

｢大正政変｣に流行った演歌董月が出た出た月が出た　　　月が出た出た月が出た

▽全国に広がると共に

新聞政党の煙突から

猛烈な｢桂批判｣の煙が

噴き出していった

位人臣を極めた桂

セメント会社の上に出た　　三池炭鉱の上に出た

東京にや煙突が多いから　　あまり煙突が高いので

さぞやお月さま煙たかろう　さぞやお月さんけむたかろ

総理大臣3度､陸軍大将､最高位の公爵･｡陸相､

台湾総督を歴任し､直前には内大臣兼侍従長､

元老に｡長州閥にも恵まれたし､人の操縦術に

も巧みだった｡誰彼構わずニコニコ､ボンと肩

を叩くので､｢ニコボン宰相｣とか｢軍服を着た

太鼓もち｣と言われた｡日露戦争中に新橋の名

妓お鯉を身請けして､新聞の批判を浴びた｡

東京覇日新聞は｢新人名字嚢｣ (糎41年11月29H)
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添田　唖蝉坊(そえだ･あぜ適う)

明治5(1872)～昭和19(1944)神奈川県

生まれ｡本名平吉｡横須賀で人夫をして

いる時､壮士の街頭歌に感動､演歌節と

してバイオリンで面白い節づげをしな

がら､社会改良を訴えた｡ ｢ラッパ節｣や

｢あゝノンキだね｣の｢ノンキ節｣など､

時事･社会風刺の歌で一世を風廃した



に｢内閣総理大臣なり｡大臣の上に冠るが故に

カツラというなり｡元はサムライなりしも､シ

ヤクを貰ってからは公卿様となれり｡長州の

山県系の駿足にして､天下の料理よりもお鯉

り料理が巧いという事なり｣

▽伊藤博文は｢俺が八方美人なら桂は十六方美人｣

●大変な政治手腕の持ち主だったajでは･･･

▽第1次内閣の暗く輔34年) ｢鍛帳内閣｣ ｢二流内閣｣

明治国家最大の危機　日露戦争を乗り切り

4年7か月と戦前では一番の長期政権に

陸軍の出世街道を約束したドイツ留学‥

明治3年､23歳の時､最初はフランスへ行く予

定だった｡陸軍が仏式を採用し､桂も横浜でフ

ランス欝を習っていた｡ロンドンに着くと､普

仏戦争の真っ最中｡フランスは連戦連敗､バリ

も包囲された｡そこで勝っているプロシア､ベ

ルリンに留学先を変えたのだが､感覚の良さ､

決断の早さだった｡

6年に帰国すると陸軍卿山県に軍政改革の意

見書を提出､翌年大尉に抜擢されたが､山県は

目を細めるようにして可愛がったという｡8年

にはドイツ公使館付武官となり､陸軍を仏式

からドイツ式に切り替える先導役を務めた｡

▽第2次内閣(棉41年)では

山県の意向を無視し独自の政策を進める

▽｢桂園時代｣からして元老排除の第一歩だった

山県たち元老には段取りを決めた後

事後承諾を求めただけだった

●天皇崩御で帰国した桂は､内大臣兼侍従長に

▽浜松まで出迎えた寺内正毅(据綿)が

山県･の意向を伝えると桂は束京までの車中

ずっと浮かない顔だったという

▽政治に満々たる抱負を持っていたのに

雲の上の宮中に祭り上げられてしまった

▽新聞は｢長州閥が新しい天皇になったのを

横会紅宮中も握ろうとしたのだ｣
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伊藤　博文(hとう･ひろぶ*)

天保12(1841) ～明治42 (1909)長州藩出

身､尊皇摸夷運動に参加し､参議内務卿

となり内閣制度､意法制定､枢密院設置

など､国家体制を整備した｡明治18年初

代首相に就任し4次の内閣を祖廟｡枢密

院議長3度｡ 33年立憲政友会を創設し総

裁｡38年韓国統監｡ハルビンで暗殺

～-普仏戦争･一一一･一一一一一一--一一一一一一一一一一一一11------･一一一一

ドイツ統一を目指すプロシアと､そ

れを恐れるフランスのナポレオン三

世が対立し､ 1870年戦争になった｡プ

ロシアが大勝し､翌年アルザス･ロレ
-ヌを獲得､ドイツ帝国が成立した｡

桂は新しい政治を目指していた

明治45年7月､外遊する時､明治天皇

に｢元老たちもだんだん年をとって

きます｡これからは､国民みんなで陛

下をお助けしなければならない｣

与党になる政党を療っこと､新党構

想を抱いて英国の議会政治を見て来

ようとしたが､途中で天皇が崩御､桂

の計画は狂った｡

徳富　蘇峰(とくとみ･そ疑う)

文久3(1863)～昭和32(1957)熊本県生

まれ｡本名猪一郎｡明治23年国民新聞を

創刊｡平民主義を唱えたが､日清戦争後

から国家主義に｡昭和18年文化勲章｡戦

後公職追放｡著に大正7年から生涯をか

けた｢近世日本国民史｣全50巻

-I- ｢蘇峰自伝｣から一一一一一一一一一一----一一1----

桂公は日英同盟では伯爵となり､日露

戦役で侯爵となり､而して朝鮮併合で

又た最上の公爵となった｡この公爵と

なったことは､桂公自ら欲したのであ

った平､将た他より持上げられたので

あった平､予は桂公に向ってF御身の公



▽原も｢山県一派の陰謀にて枢府並に宮中を一切彼

等の手に収めんとの企に出たること明かなり｣

▽しかし徳富蘇峰は
｢桂の政治的野心が元老によって警戒され､

とくに山県の嫉視を牽けることになった｣

●桂に､4か月も経たないうちに政権復帰のチャンス

▽山県の指示に従って詔勅を出せば

西園寺は勅命に従うしかな古式

▽西園寺が陸軍に譲れば桂の目がなくなる

▽桂は西園寺内閣が倒れれば

政権は必ず自分の所に回ってくると

●元老会議が12月6日､ 11年ぶりに召集された

▽後継首相の選考は難航した

▽まず西園寺に留任勧告したが西園寺は
｢陸軍の譲歩がない限り､留任は不可能だ｣

▽候補′に上がった元老の松方正義

海軍の山本陸軍の寺内も次々と消えた
▽乏しい財政で陸海軍同時の軍拡は不可能

どちらかが譲らない限り　新内閣は作れない

▽14日　第9回会議で万策尽きた山県が

｢自分か桂が出て事態を収拾するしかない｣

▽元老会議は山県の74歳を考慮65歳の桂を推挙

●桂は｢雲の上からの復活｣に､まず元老の口を封じた

▽17日　組閣の大命を　受けると

山県を椿山荘に訪ねて
｢政治問題に関しては､不肖私が職を奉ずる以

上､今後決して貴方のご指示を煩わさぬ積も

りです｡どうか､ここでご静養下さい｣

▽さらにつべこべ言わせないために蔚勅

●天皇の威光を笠に着たやり方が､桂の命取りに

▽｢宮中･府中の混同｣

宮中に入った者が政治に介入する

しかもお手盛りで詔勅を出して貰う

▽尾崎行雄は｢これでは立憲政治の土台が台無しに

なってしまう｡憲法を守れと､護憲運動を起こし

た精神は､ここにあった｣
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爵は､是に高価である1と云った｡それ

は実にその通りであった｡凡そ桂公の
一生の中に払ふた代価の中で､この公

爵など高価のものは無ったであらう｡

世間も亦た決してそれが為に桂公に対

して､同情を加へなかった｡しかのみな

らず､それよりも甚だしきは､桂公の擁

護者たるべき諸元老の､桂公に対する

好感を減殺したることだ｡

桂公よりも大先輩である､井上侯(馨)

が､-格下って侯爵である｡松方侯(正掛

が亦た同様である｡山県公などは､桂公
∫

に対して自ら親分と恩ふてゐたのが､

全く桂公と同輩となったわけである｡

松方　正義はつま嘘･まきよし)

天保6(1835)～大正13く1924)薩摩藩出

身｡明治8年大蔵大輔､ 11年大蔵卿｡日本

銀行条令､允換銀行条令を制定｡ 18年蔵

相｡ 24年首相兼蔵相となるが､選挙干渉

で辞職｡ 29年第2次内閣で金本位制を実

施｡赤十字社長､内大臣を歴任

桂に対する詔勅
｢朕登極ノ初二当り卿ガ多年ノ忠亮

ヲ侍信シ常侍輔粥ノ任二鷹(紘)ラシ

ム然ルニ今ヤ時局二鑑ミ更二卿ヲシ

テ帝国ノ重任二就カシメンコトヲ惟

フ卿克ク朕ガ意ヲ体シ奨順匡救(きょう

きゅう)ノ誠ヲ尽クセヨ｣

尾崎　行雄(番ぎきゆきB)

安政5(1858)～昭和29(1954)神奈川県

生まれ｡第1回総選挙(糎23年)以来､連続

当選25回｡文相､法相､東京市長を歴任｡

大正2年の護憲運動で先頭に立ち｢憲政

の神様｣と称される｡昭和27年代議士生

活63年の記録を樹立､国会から｢名誉議

員｣の称号を贈られ､没後憲政の功績を

讃えた｢尾崎記念館｣が建てられた



▽政党新聞の十字砲火が攻撃目標を

桂一点に絞って集中することになった

●護憲運動は｢交南社のストーブ談議から始まった｣

▽12月12日福沢桃介らがストーブを囲んで

｢けしからん｡これが黙っていられるか｣

▽新聞記者もいて｢世論を喚起するのは

君たち新聞だ｡大いに歩調を揃えて戦おう｣

▽13日｢憲政作振会｣が組織され-決議した
一､国政に対する元老の干渉を絶対ヰこ排除す

二､政友･国民両党の堅実なる分子を基礎とし､

純民党の成立を期す

三､刻下の情勢に伴はざる師団の増設に反対す

▽14日には築地の精養軒で｢時局問題懇親会｣

尾崎(鍍金)犬養毅(国民党)朝吹英二(三井)ら28人

▽福沢が｢明治維新は､尊皇凍夷のお題目で全国の

志士の血を沸かせた｡今度もそういうスローガ

ンがいる｣ ｢憲政擁護｣と｢排閥興民｣の2案

▽衆議一決｢憲政擁番｣で行こうとなった時

古島一雄が｢待った｣をかけた

｢4字では語気が弱い｡これを憲政擁護･

閥族打破と8文字にすれば､強く響く｣

▽こうして決まった｢憲政擁護･閥族打破｣が

全国にこだまし民衆を巻き込んでいった

●雨の降りしきる19日､ ｢憲政擁護国民大会｣ (塘枝戯

▽午後1時開会に3時間も前から聴衆が

入場料30銭寿司折に2台の酒壌

▽場内は3500人で超満員場外は｢入れろ､入れろ｣

紳士もいれば学生法被姿の車夫露天商もいた
▽まず｢閥族の横暴政雇､今や其極に達し､憲政の危

機､冒陳に迫る｡吾人は断固妥協を排して閥族政

治を根絶し､以て憲政を擁蕃せんことを期す｡右

議決す｣宣言書が満場の拍手で可決された

▽尾崎がほとばしるような口調で
｢諸君､国民は彼らに対して-大決戦なさざるぺ

からず｡しかし､我々の戦蘭準備は弾丸ではな

い､鉄拳でもない､道理と正義の利剣である｡正

義の向かうところ天下に敵なし｡この利剣を振

るう'て､大いに閥族を華滅しようではないか｣
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｢交誼社(こうじ綿しや) I--･一一一--一･一一--｢l慶応義塾､時事新報を創設した福沢喜

暑諭吉が､明治13年､慶応卒業生のためi

‖こ創立した社交クラブ｡実業家､代議i

童士､新聞記者など､三田OBが出入り書

書して｢交帝雑誌｣を発行した｡

福沢　桃介(ふくぎb･ももす齢

明治1(1868)～昭和13(1938)埼玉県生

まれ｡慶応に学び福沢諭吉の養子に｡木

曽川八百津発電所､矢作水力､大阪送電

などを設立｡明治45年､千葉県から政友

会公認で衆院議員に当選｡大正9年大国

電力を設立し社長

犬養　穀(洩師･つよし)

安政2 (1855) ～昭和7(1932)岡山県生ま

れ｡第1回線選挙以来､連続当選18回｡明

治31年大隈内閣文相C国民党総理､革新

倶楽部リーダーとして､護憲･普選運動

を推進､ ｢憲政の神様｣と称された｡大正

14年政友会･革新倶楽部合同後､政界引

退を表明したが､昭和4年政友会総裁に

選ばれた｡ 6年首相となり満州事変後の

政局に対処したが､五･一五事件で暗殺

朝吹　英二(録ぶき･えー沌)

嘉永2 (1849) ～大正7 (1918)埼玉県生ま

れ｡明治3年福沢諭吉暗殺を企てて失敗

し､そのまま慶応義塾の玄関番に｡三井

系の鐘紡専務､王子製紙会長を歴任

古島　一雄(こじま･かず泰)

慶応1 (1865)～昭和27(1952)兵庫県生

まれ｡新聞日本､万朝報記者を藤て明治

44年衆院議員(当選6回) ｡犬養毅の懐刀

として国民党､革新倶楽部で活躍｡戦後

自由党総裁鳩山一郎の公職追放で後任

に推されたが､吉田茂を推薦､以来吉田

の指南番に｡著に｢老政治家の回想｣



▽犬養は前かがみに顎の山羊髭をしゃくって
｢彼らか今日まで寿命を続けたのは､畢寛これを

破る者がなかったためである｡政党ありたりと

いえども､いわば形だけあって藩閥打倒の精神

なく､わずかに嶋牛角上の争いに終始して個々

分立しておったがため､藩閥がかくも力を得た

のである｡これ畢尭するところ我々政党が意気

地がなかったためである｡今日以後､妥協は一

切これを封じるのであります｣

▽一杯機嫌も手伝って割れんばかりの大歓声

▽｢大正維新｣ ｢大正新政｣変革への期待もあった

減税要求もあったし元老支配への不満
｢陸軍横暴､長州横暴｣の怒りもあった

▽雑多な声が｢桂内閣打倒｣の一点で纏った

●桂は組閣に当たり､ ｢陸海軍相打ち｣を考えた

▽陸軍の増師だけでなく

海軍の補充計画も1年間延期しようとした

▽海軍が態度を硬化させ斎藤海相は留任拒否

▽そこで　また斎藤留任に詔勅

▽桂は12月21首組閣を終えた

▽最大の難問陸海軍軍拡を｢1年凍結｣で解決し

政局運営に満々たる自信を持っていた

▽帝国議会はすぐ年末年始の休暇に入ったが

相次ぐ詔勅作戦が｢桂内閣打倒｣の油に火

▽大阪毎日新聞社長本山彦-が

逓信大臣後藤新平に手紙で警告したように
｢政治の季節｣が訪れつつあった

●年が明け大正2年に入ると､護憲運動は政党の枠を越

えて国民運動としての広がり

▽新聞は連日　各地各団体の時局講演会を報道

｢記者大会開くぺし､大演説会開くべし｣

▽1月21日　再開された議会はまたしても

詔勅で2月4日まで15日間の停会

r･-停会一一一--------一一･一---･-------一一一------ll----------ll壬　現在の憲法にはない制度で､明治憲法下では書

…天皇の命により､衆議院､貴族院の機能を一時…

…的に停止することが出来たC　　　　　　　,
l

L-N__-___●JL._{ニ;_I___lM_______MM__._.M_…_-…___._._-_____-___"________…__一一__I_____M_MHM_HH__-___叩.A
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･･一政友会と国民党は犬猿の仲一一一一一一一一一

尾崎も最初は､半信半疑だったとい

う｡ ｢いつも知らない所で妥協が成立

してバカを見る｡自分は臆病だから､

今度も人の後からついて行く積もり

だった｡ところが､政友会も国民党も
一緒になって､真剣に議論している｡

これは本物だと思って､勇気を出し

て突進する気になった｣

斎藤海相への詔勅
｢朕惟フニ卿久シク海軍軍政ノ局二

磨(Sた)レリ､方今機務多端タリ､卿二

莱(ま)ツコト殊二多シ､宜シク疾ヲカ

メテ懇々ノ節ヲ効棒た)スへシ｣

本山　彦-(もとやま･ひこ払ち)

嘉永6 (1853) ～昭和7 (1932)熊本県生ま

れ｡大阪新報､時事新報を経て明治36年

大阪毎日社長｡44年東京日日を合併､毎

日新聞の基礎を築いた

後藤　新平(ごとう･しんぺ吋

安政4(1857) ～昭和4(1929)岩手県生ま

れ｡内務省衛生局長､台湾総督府民政長

官を経て明治39年満鉄総裁｡第2次･第3

次桂内閣逓相｡寺内内閣内相､外相を歴

任し大正9年東京市長｡ 12年山本内閣内

相となり､震災後の帝都復興計画立案

･･本山の後藤宛手紙(12月24日) ･･.-･･....-

有識者有志は勿論､男女学生より素町

人百姓馬丁車夫に至るまで､湯屋髪結

床にて噂の種となり､元老会議の不始

末に対しては､裏店井戸端会議に上り､

炊婦こまつかひまでが窃かに罵り合候

やうの次第にて､近来珍らしき政治思

想の普及変化を実現いたし､万一新聞

紙が教唆の態度に出たりしならば､焼

打事件の再燃ありたらんとも知れずと

相考候位に御座候｣



●桂は､ ｢政界再編成｣の波を起こそうとしていた

▽前日の20日　新聞記者を招いて

念願の新党結成の計画を発表

▽万年野党の国民党に

新党のクサビを打ち込めば脱党者が続出

政友会からもかなりの参加者の読みだったが

▽2月7日　新党｢立憲同志会｣に集まったのは

国民党の脱党者46名政友会からは1人もなく

桂寄りの　中央倶楽部34名

無所属議員6名と期待外れに終わった

●停会明けの2月5日､新聞各紙は｢天下分け目の決戦｣､

｢政府対･政友会の決戦｣の大見出しを掲げた

▽政友会はその朝の代議士会に

病気の1人を除き全員が出席結束の固さ

▽国民党はさらに脱落者が増え出席は45名

しかし半分に引き裂かれて犬養の下に結束

政友会と攻守同盟を結んだ
▽原敬も桂内閣と決戦の覚悟を決めた

｢不信任決議案｣の提出賛成署名者234名

▽桂に残された逆は解散しかなくなった

▽衆議院の門は早朝から　数千の群衆に囲まれた

桂新党の議員がやって来ると
｢通すな｣｢殴ってしまえ｣の怒号が飛んだ

▽超.満員の傍聴人が見守る中

桂首相の施政方針演説に続いて
｢内閣不信任決議案｣が上程された

▽紋付羽織袴の尾崎が提案理由説明に登壇した

▽激しい野次の中原稿も見ないで20分間
｢御聴きなさい､御聴きなさい｣

▽桂が　自らの進退組閣に際して

2度も詔勅をわずらわし天皇の権威を借りて

全てを正当化しようとした責任を

手を振り　足を踏みならして追及した

▽｢大正政変｣を象徴する名文句
｢玉座を以て胸壁となし､詔勅を以て弾丸に代へ

て｣が桂内閣の死命を制することになった

●誰もが｢解散だ｣と思っていた

▽ところが議会は再び10日まで5日間の停会
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護薫運動の波は大きなうねりに

1月24日､新富座で｢第2回国民大会｣

が開かれ､入りきれない群衆が2万人

も路上にひしめいた｡

あっちこっちで街頭演説が始まり､

市電は線路を塞がれストップ｡尾崎､

犬養の演説に､｢よう､憲政の神様! ｣

の声が飛んだ｡護憲運動の波は全国

各地に広がり､2月1日には､風雪の舞

う大阪の中ノ島公会堂前で､3万人が

｢政友会頑張れ｣の大合唱をした｡

尾崎の草劾演説
｢御聴きなさい､御聴きなさい｡すべて

天皇は神聖にして侵すべからずと云ふ

大義は､国務大臣がその責に任ずるか

ら出て来るのであります｡相手)しかる

に桂公爵は内府に入るに当っても､大

詔やむを得ざると弁明し､また内府を

出でて内閣総理大臣の職を拝するに当

っても､聖意やむを得ぬと弁明する｡い

かにもかくの如くなれば､桂総理大臣

は責任なきがごとく恩へるけれども､

かえって天皇陛下に責任の帰するをい

かにせん｡欄S) ･･･彼等は常に口を開け

ば直ちに忠愛を喝へ､恰も忠君愛国は

自分の一手専売のごとく唱へてありま

するが､其為すところを見れば､常に玉

座の蔭に隠れて､政敵を狙撃するが如

き行動を執って居るのである｡ (#手)彼

等は玉座を以て胸壁となし､詔勅を以

て弾丸に代へて政敵を倒さんとするも

のではないか｣ (官報号外鮎)

最初は､言葉は出来るだけ程やかな

ものにし､理詰めにする8真綿で首を

絞めるような演説にする積もりで､

原稿も準備していた｡ところが､尾崎

の前に立った議員の質問を桂が鼻先

であしらい､軽蔑的な態度だったた



▽桂首相はその朝加藤高明外相から
｢イギリスではエドワード上世死去の際､保守党

と自由党に呼び掛け､政争の1年間休戦を実現｣

▽解散から　また詔勅へと決心を変えた

●2月9日､西園寺(政友銀粉に3度目の嘉勅｢諒闇中の政争

を心配している｡紛争を収拾するように｣

｢諒闇祝うSh) ---------一･･一-I----･一一一-･一･-･一一一･-I------I-･-

｢まことに暗し｣の意味で､天皇が両親の喪に

用艮する期間｡ 1年と定められ､国民も服喪した｡

▽西園寺は｢錦旗節刀を賜ったようなもの｣

｢これに背けば､切腹するしかない｣

▽西寓寺邸に集まった政友会幹部の間にも
｢仕方がない｣といった無力感

▽ただ1人尾崎は大反対

ここで不信任案を撤回すれば

政友会は貴意運動を頂点で裏切ることに

政党としての信頼を一遍に失ってしまう

▽｢天皇をお諌めしてでも｣と主張する尾崎に

西園寺は｢他人に賜った詔勅なら

お諌め出来るが､自分への詔勅には出来ない｣

▽駆け付けた犬養は｢議会に問題が起こるたびに

詔勅では､憲政上の大問題だ｡たとえ国民党単独

でも､既定方針で突き進む｣

▽桂は臨時閣議を招集すると

閣僚たちに朗らかな顔つきで
｢不信任案は撤回されるだろう｣

●国会は､2月10日再開された

▽西園寺は朝の代議士会で挨拶し
一時の感情による軽挙を戒め

｢慎重に考えて行動しろ｣と望んだが

｢不信任案を撤回しろ｣とは言っていない

▽西園寺は　これに先立ち　参内して

政友会総裁の辞任を上奏していた

▽代議士会の大勢は戸水寛人の緊急動議
｢この際､全速力を以て､

予定の行動をとられんことを希望します日｣

この絶叫が満場一致の議決となった
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め､ ｢せっかく準備した演説を忘れ､

頭越しに食ってかかった｣

加藤　高明浄とう･たか轟き)

万延1(1860)～大正15(1926)愛知県生

まれ｡三菱の岩崎弥太郎の女婿｡明治33

年第4次伊藤内閣外相｡ 35年衆院議員と

なり､第1次西園寺､第3次桂､第2次大隈

各内閣外相を歴任｡立憲同志会､憲政会

総裁に就任､大正13年首相｡普通選挙法

と治安維持法を成立させる｡ 14年第2次

内閣を組織したが､議会で倒れ死去

西園寺政友会総裁への詔勅

｢諒闇中政争紛糾ノ状アルハ朕ノ珍

念二堪へザル所ナリ｡卿ガ辞表退職

ノ際､国家ノ重臣トシテ待遇ノ意ヲ

昭ニセリ｡宜シク朕ノ意ヲ体シテ賛

嚢スル所アレ｣

｢原敬日記J

党員激昂せり､畢尭桂が聖旨を仰ぎ

て議会を抑へ又西園寺を毒殺するも

のとして憲政上忍ぶべからざる事と

して党員大に憤激せしなり｡

西園寺の胸のうち

元老として､詔勅に背くことは出来

ないが､憲政の常道を乱すことは､さ

らに忍びない｡この二律背反を､自分

の総裁辞任で断ち切ろうとしたので

はないか- ｢詔勅の重みは､自分が
一手に引き受けて総裁を辞任した｡

代わりに､政友会がどう進むか､その

行動の自由は確保した｣

西廃寺が口には出せないゴー･サイ

ンだったのではないか｡

戸水　寛人(とみず･ひろんど)

文久1(1861)～昭和10(1935)石川県生

まれ｡明治27年東大教授｡ローマ法の権



▽全員が胸に白バラをつけて国会へ

不信任案に賛成の白票を投ずる

その決意を示そうと夜でも目立つよう

三越に特別注文した　白バラの記章だった

●国会は､午後1時開会の予定だった

▽警視庁は早朝から警官650人を配置厳戒態勢

群衆が次々押し掛け国会を包囲していった

▽群衆を押し返そうと20騎の騎馬警官隊が突進

群衆も石を投げて応戦怪我人が出始めた

▽衆議院議長大岡育造(政友会闇士会会長)揺

国会内の大臣室に桂首相を訪ねて
｢今この議院の周囲は､激昂した民衆に取り巻か

れているのです｡政府がここで解散するという

ことにすれば､この民衆は決して血を見ざれば

止むものではありません｡場合によれば､これ

が端緒となって内乱になるかも判らん｡だから

切に閣下のご考慮を願う｣辞職を勧告した

若槻礼次郎蔵相が回顧鼓に書いている

桂は何も言わずに黙って聞いていたが､しば

らくして｢よろしい｣と言ってポイと席を立っ

た時､心は決まったようだ｡桂が閣僚を集めて

総辞職を伝えると､決戦覚悟､解散だと意気込

んでいた閣僚たちは､気が抜けたように､しば

らくは口をきく者もなかったという｡

▽桂は議会をさら笹3日間停会とし

翌11日総辞職組閣から53日目の崩壊だった

●群衆の怒りが爆発､暴動となった

▽｢総辞職のための停会｣とは知らないから

不信任案阻止の強権発動と　思ったのだ

▽束京日日新聞は｢帝都は全く戦場と化せり｣

▽軍隊が出動翌11日午前2時に鎮圧したが

襲撃された新聞社6(灘やまと国民観翫二六)

警察署12交番76 (猷24)

負傷者群衆51(うち1人死亡)警察81逮捕253

▽騒乱は大阪にも飛び火したが

2月20日　山本権兵衛内閣が発足すると

潮が引くように収まっていった
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威として知られた｡対露強硬論の7博士

の1人として日露開戦を唱え､講和に際

しては｢バイカル湖以東を割譲させよ｣

と主張､ ｢バイカル博士｣の異名をとる｡

講和条約反対の論文を発表して政府か

ら休職処分｡ ｢大学独立論｣に発展､文部

省が山川健次郎総長(大山餅力油川搬碩)を

依願免官にすると教授会が総辞職を決

行､戸水を復職させた｡退官後は石川県

から政友会公認で衆院議員｡当選5回

大岡　育造(お輪か･めくぞう)

安政3(1856)～昭和3(1928)山D県生ま

れ｡明治23年衆院議員(当選12回)｡政友

会に参加して総務｡大正1年以後衆院議

長3回｡ 3年山本内閣文相

若槻　礼次郎(わ如き･恥じろう)

慶応2(1866)～昭和24(1949)松江生ま

れ｡明治39年大蔵次官｡大正1年第3次桂

内閣蔵相｡ 15年首相に就任したが､金融

恐慌で辞職｡昭和6年再び首相となるも

満州事変で8か月で辞職｡重臣として終

戦に尽力した｡著に｢古風庵回顧録｣

‥大阪毎日新聞の社会面-･-=---･･･

紙面を太い黒い罫で2つにぶち切っ

て､真ん中に特大の活字で見出しを2

列に並べた｡ ｢憤激せる東京市民/横

暴の警官良民を馬蹄に懸く/大衆雲

霞の如く御用新聞社に押零す/即死

者と数十名の重軽傷者あり/軍隊終

に出動す｣

紙面右側の見出しが｢日比谷原頭殺

気満つ/国民公債の気凝って天を衝

普/衆議院附近の群衆怒涛の如し｣

･-一種は8か月後､胃癌で亡くなった-

桂が総辞職したとき山県は｢桂は雪

隠で首をくくったようなものだ｣と､

冷たく言い放ったという｡また｢桂は

1.--."..""...--."..-.'



●第3代政友会総裁になった原敬は､大正7年念願の｢政

党内閣｣を作る

原と山県の関係

原は藩閥を憎み､その頂点にいる山県を憎ん

だ. r原敬日記｣を見ても､ ｢山県非難｣で埋まっ

ている｡山県もまた大の政党嫌いだった｡とこ

ろが晩年は､長年の政敵同士が､かなりの信頼

関係になっている｡原は首相になってから､重

要な政治問題､国際間題は､そめ都度山県を訪

ねて相談している｡山県の慎重な国際感覚を

信頼していたからだ｡山県も､原の的確な判断

力､鮮やかな政治手腕を買っていた｡

▽原は大正10年11月4日　東京駅で

19歳の大塚駅員　中岡艮一に暗殺された

▽病床にあった山県は涙を流し
｢いま原の殺された夢を見ていた｡あれは偉い男

だった｡あのような人物がむざむざ殺されては

日本はたまったものではない｣

▽原は常々｢いつ殺されるか分からないが､

そうした時､決して取り乱さないように｣

▽浅夫人は急報に接した時
｢原が言っていたのはこの事だ｣と別室で

気持ちを落ち着かせてから　駆け付けたという

●原は2月20日､遺書を書いていた

▽皇太子(蜘天勤の外遊が決まったばかりで

右翼が｢日本の皇太子が外国へ行くのはけしか

らん｣と騒いでいたから何か虫が知らせたのか

▽私室の手文庫からは4通の遺書が発見された

▽1通は浅夫人と養子責に宛てたもので
｢死亡せば即刻開披すべし｣と表書きがあり

位階勲等の辞退死亡通知や死亡広告の文案

葬式の手筈などが指示してあった

▽残り3通は｢葬式後､開披すべし｣として

そのうち2通は浅夫人の生計が

成り立つような細やかな配慮

生前世話になった人々への遺産贈与や

形見分けなどいかにも原らしい

行牽届いた人柄を表わしたものだった
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生死の境にたったことがないから慢

心したのだろう｣

山県ほど､権力に執着した政治家は

いないが､ ｢山県の耳｣と言われたく

らい､よく情報を集め､時勢の変化に

も敏感だった｡陸軍の倒閣運動が､藩

閥対国民､陸軍対国民の争いになる､

との予感を持っていた｡

位人臣を極めた桂としては､淋しい

最期だったが､ ｢大正政変｣が政党政

治への序幕となる｡立憲同志会は､憲

政会､民政党と名前を変え､政友会と

共に戦前の2大政党時代を作る｡

原は｢清貧｣の政治家だった

選挙資金調達の達人で､政友会の資

金は原が大体やり繰りしたものだっ

た｡大晦日には､金がなくて年を越せ

ない党員が､駆け込んで来る｡原はそ

れに備えて大晦日は自宅にいるのを

常としていたという｡

苦学して役人になってからも､かな

りの金欠病で､明治22年､農商務省参

事官時代(33歳) ､来客に鰻をご馳走し

て代金80銭を通帳にしようとしたと

ころ､｢今月から現金で願います｣友

人に借りて払ったが､日記に｢余が財

政不如意は今に始まりたる事にあら
/

ざれども近来殊に甚だし｣

組閣の大命を受け､エナメルの靴を

履こうとしたところ､底がすり減っ

ていたのを､多くの人が見ている｡家

も部屋数5童､質素なものだった｡

原は50歳の時に離婚､後妻の浅夫人

は､同じ岩手県出身｡新橋で芸者をし

ていた人だが､ ｢よく出来た賢婦人｣

評判が高かった｡家計を助けるため､

古新聞､古雑誌を売って､貯金してい

たという｡
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{'- ▽最後の1通は｢政治関係分｣ 97万5千円

うち82万5千円は総選挙の寄付金の残額

公私の別､潔癖な金銭感覚

｢余の死後は余に継で政友会総裁たる人に内

密に引継ぐべし｡此引渡並に斯る金のあるこ

とは絶対に秘密を要す｡くれぐれも漏洩すべ

からず｡他に漏洩せば余に継で総裁たる人の

迷惑となるのみならず､又他の誤解等を生ず

ることあるを恐るるなり｡但此金は一銭一厘

と雄も不正醸稜(し折わ吋の金にはあらず｡余は

金銭のために人の非難を受くることは終生の

心掛にて之を連くることに周到の注意を来り

たれば､一銭一厘と錐も摩味不正のものなし｣

▽残り15万円は｢原田二郎預りの通帳｣

遺書には　こう書いてあった

▽鴻池の大番頭原田が来て
｢君の財産が多くないことは承知している｡今の

家は借地だから､立退かねばならぬことがある

かも知れないし､住宅買い入れの必要もあるだ

ろう｡そうでなくても老後になって資金がなく

ては困るだろう｡自分は何ら君に求める所はな

い｡ただ政治的行動に賛成するものであるから

是非受け取ってくれ｣

▽斬っても承知しないので

止むを得ずに好意に対して受け取ったが
｢死後はこの通帳のまま返還すべし｣

▽原の遺書には清例な清々しさ
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原田に返された15万円

原田の話だと､原は｢内閣が倒れたら､

ただ一入､床次(骨二頗)が生活に困るかも

知れない｡その場合の援助に使っても

よければ､預かっておくことにしよう｣

原田は､原の意を汲んで15万円をその

まま床次に贈った｡床次は｢原の形見｣

として有り難く受け取ったという｡

床次　竹二郎(とこな*･た耶ろう)

慶応2(1866)～昭和10(1935)鹿児島生

まれ｡内務省に入り樺太庁長官､内務次

官､鉄道院総裁を歴任｡大正4年､政友会

から衆院議員｡当選8回｡原内閣､高橋内

閣内相｡ 13年政友本党を結成し総裁｡の

ち政友会に復帰し､犬養内閣鉄道相｡昭

和9年党議に反し､岡田内閣逓相に就任

したため政友会を除名された


